
 - 1 - 

 

平成２９年度 第３回市民参加及び協働推進委員会会議録 

 

○日 時   平成２９年１０月５日（木） 午後６時５０分～午後７時３５分 

 

○場 所   市役所２階 市長公室 

 

○出席者   委 員：朝賀委員、阿由葉委員、有賀委員、金子委員、長ケ原委員、 

富田委員、根岸委員、吉岡委員、渡邉委員 

        事務局：古寺協働推進課長、石川協働推進課副課長、 

赤田協働推進課主査 

 

 ○欠席者   委員：桑原委員 

 

○傍聴者   １人 

 

内  容 

 

古寺課長 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

１．開  会 

 開会あいさつ 

 

２．委員長あいさつ 

 あいさつ 

 

３．議  題 

（１）協議事項 

富士見市市民参加及び協働推進委員会条例第６条第１項の定めにより、阿

由葉委員長が議長となり、議事を進行した。 

 

①富士見市協働事業提案制度について 

・募集状況について 

 ７月１４日（金）～８月３１日（木）まで募集し、市民提案型協働事業の申

請は４件受付、アイデア提案の申請はなしであった。 

各提案の概要について、資料に基づき説明。 

 

  資料１ 富士見市協働事業提案制度申請書 

      事業名「野良猫の不妊手術事業」 

  資料２ 富士見市協働事業提案制度申請書 

      事業名「座敷ぼうき製作技能伝承者の育成事業」 
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委員 

 

事務局 

 

委員 

 

事務局 

 

委員 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

  資料３ 富士見市協働事業提案制度申請書 

      事業名「たんぼラグビー＆タグラグビー教室」 

  資料４ 富士見市協働事業提案制度申請書 

      事業名「ペット動物災害対策事業」 

 

＜質疑・意見＞ 

●制度全般について 

協働事業提案制度における採択件数の枠はあるのか。 

 

枠はない。４件全て採択することも可能である。 

 

申請書中の「３ 提案者の要件」において第３条第３号各号の規定とは何か。 

 

宗教や政治、選挙などを目的とする事業ではないことである。 

 

自己資金については、要件となっていないのか。 

 

協働事業提案制度では自己資金についての要件はないため、申請書中の収支予

算書には提案する事業に必要な費用のみを記載してもらっている。 

 

実施要綱第３条第３項の提案者の要件について、公職にある者が提案者の団体

の構成員に含まれていてもよいのか。 

 

公職にある者を推薦し、支持することなどを目的としていないため、第３条第

３項にはあたらないと判断している。 

 

●事業名「野良猫の不妊手術事業」について 

 委員より、質疑・意見はなし。 

 

●事業名「座敷ぼうき製作技能伝承者の育成事業」について 

 委員より、質疑・意見はなし。 

 

●事業名「たんぼラグビー＆タグラグビー教室」について 

 委員より、質疑・意見はなし。 

 

●事業名「ペット動物災害対策事業」について 

富士見市の災害対応の計画はどのようになっているのか。 

 

今年度、地域防災計画の見直しの中で検討する。 
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委員 

 

 

事務局 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

市の計画において同行避難を想定していて、同伴避難との違いを市民へ啓発す

る事業ということでよいか。 

 

現在検討している。 

 

彩の国動物愛護推進員とは県から委嘱されている団体か。また別の事業の団体

の構成員にもなっているが、よいのか。 

 

県から委嘱されている彩の国動物愛護推進員であり、その中で集まって結成さ

れた団体である。他の団体にも所属しているが、事業として異なるため、問題

ないと考える。 

 

彩の国動物愛護推進員は無報酬か。 

 

県のホームページによると、ボランティアのため、謝金や交通費等の支給はな

い。 

 

収支予算書によると、この事業の対象を小型犬と猫に限定しているのか。大型

犬などは含まれないのか。 

 

避難物資一式の展示用には、一般的に割合の多い小型犬と猫を一例とするた

め、予算に計上していると考える。 

今回いただいた内容については、団体に伝え、プレゼンテーションまでに修正

作業をしてもらう予定である。 

 

・審査要領について 

市民提案型協働事業で申請のあった４件について、書類審査を実施した。富

士見市協働事業提案制度実施要綱第３条「提案者の要件」及び第４条「協働事

業の要件」について該当すると判断し、プレゼンテーションによる選考を実施

する。プレゼンテーションの実施要領及び各委員会委員による意見のとりまと

め方法、審査メモについて、資料に基づき説明。 

 

 資料５ 平成２９年度富士見市協働事業提案制度 

     市民提案型協働事業プレゼンテーションについて 

 資料６ 各委員会による提案された事業の選考に関する意見のとりまと

めについて 

 資料７ 平成２９年度富士見市協働事業提案制度 

 プレゼンテーション審査メモ 

＜質疑・意見＞ 

プレゼンテーション審査メモには、８つの審査項目全てにコメントを記入する
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事務局 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

委員 

 

事務局 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

委員 

 

 

必要があるのか。 

 

コメント欄への記入は必須ではない。意見・評価欄へは、最終的な意見を必ず

記入してほしい。 

 

プレゼンテーション後の流れはどうなるのか。 

 

プレゼンテーション終了後、審査メモを２、３日中に提出してもらい、別途

開催する委員会にて意見の集約をする。 

 

提案者には審査項目を伝える必要がある。 

 

募集要領に審査項目を記載しているが、改めて説明する。 

 

プレゼンテーションの時間配分は２０分となっているが、質疑応答の時間を

含めているのか。 

 

含まれていない。質疑応答は別途１５分間設ける。 

 

②平成２９年度実施協働事業について（報告） 

現在実施している平成２８年度採択協働事業について、資料に基づき報告。 

 

  資料８ 平成２９年度実施協働事業（平成２８年度採択協働事業）の報告 

 

＜意見・質疑＞ 

市民提案型協働事業の「マタニティコンサート＆産後ケア講座」の参加人数が

やや少ない。病院などで開催する両親学級の参加は、満席になる程度ある。広

報が行き届いていないのではないか。 

 

イベントの対象は妊婦だが、今後は子ども未来応援センターでの母子健康手帳

交付時や、子育て応援情報モバイルサイト「スマイルなび」での情報発信をし

ていく。 

 

「スマイルなび」の登録者数はどれくらいか。 

 

妊婦での登録数は数十人だったと記憶している。 

 

市民提案型協働事業の「マタニティコンサート＆産後ケア講座」の実施内容は、

１回と第２回では異なるのか。 
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事務局 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

委員 

内容の変更はなし。音楽会終了後、希望者によるランチ会を実施し、講師や参

加者とで交流をする。 

 

４ その他 

①会議日程について 

 今後の日程について、資料に基づき説明。 

 

 資料９ 平成２９年度富士見市協働事業提案制度 

提案募集から採択・実施までの流れ 

 

＜今後の会議日程＞ 

・平成２９年度富士見市協働事業提案制度 

 市民提案型協働事業プレゼンテーション 

日時：平成２９年１１月７日（火）午後７時～ 

  場所：市役所１階 全員協議会室 

 

・第４回推進委員会 

日時：平成２９年１１月１３日（月）午後７時～ 

  場所：市役所２階 市長公室 

 

＜質疑・意見＞ 

前回のプレゼンテーションの傍聴者数は何人か。また、開催の広報をどのよう

に考えているか。 

 

平成２７年は３人、平成２８年は０人である。開催については、ホームページ

でのみ掲載する。 

 

市民参加を促すため、公共施設等で開催についてのチラシ配布やポスター掲示

などを検討してほしい。 

 

検討する。 

 

②その他 

＜意見＞ 

１２月にパブリックコメントの実施予定があるが、市民参加を促すよう広報活

動に力を入れてほしい。 

 

４．閉  会 

 

 


